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年齢 男児 女児 計
４歳 10 9 19
５歳 14 3 17
計 24 12 36
表２　「みんなで遊んで元気up」プログラム















○ ○ ○ ○
３ 手つなぎオニ 10 学生が鬼になり，つかまった子供と手をつなぎ，オニが増えていく。 ○ ○ ○ ○ ○
４ くっつきゲーム ７ 学生リーダーが指示した身体部位を２人でくっつける ○ ○
５ 玉入れ 12 箱にたくさん紙ボールを投げ入れることを４グループで競う。 ○ ○ ○




縦横３×３で並んだ９枚の番号札にボールを当てて落とす ○ ○ ○
②フリスビー輪通し フリスビーを投げて，学生の持つフラフープの中を通す ○ ○
８ だるまさんがころんだ ５ 鬼が「だるまさんが転んだ」と唱える間に鬼に近づき，振り返った時に動いた人は鬼に捕まる。 ○ ○ ○ ○
９ 大根抜き ５ 壁に背をつけて腕を組んでつながった子供を鬼（学生）がひっぱって抜いていく。抜かれた人も鬼になる。 ○
10 大玉（Ｇボール）転がし ８ 直径85cm位のバランスボールを２人で転がすリレー ○ ○ ○






































































プログラム 内容 ねらい 理解 人数 空間 伝達方法
時間
配分 連携 反応 楽しさ
盛り
上り 合計 平均
大根抜き ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ 55 5.0 
玉入れ ４ ３ ５ ５ ５ ４ ４ ５ ５ ４ ５ 49 4.5 
手つなぎオニ ５ ５ ５ ４ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ５ 48 4.4 
サーキット（障害走） ４ ３ ３ ５ ５ ５ ４ ４ ５ ５ ５ 48 4.4 
ストラックアウト ３ ５ ５ ５ ３ ３ ５ ５ ４ ４ ４ 46 4.2 
名前回し ４ ４ ４ ５ ４ ５ ５ ４ ３ ３ ３ 44 4.0 
しっぽ取りゲーム ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 43 3.9 
だるまさんが転んだ ３ ３ ４ ４ ５ ２ ３ ３ ５ ５ ５ 42 3.8 
じゃんけん列車 ４ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ２ ３ ３ ３ 37 3.4 
くっつきゲーム ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ 32 2.9 
大玉ころがし ３ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ３ ３ ３ ３ 28 2.5 
ゴムひも跳んでくぐって ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ 27 2.5 
フリスビー輪通し ２ ２ ５ ３ ２ ３ ２ ３ ２ １ １ 26 2.4 
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図１　各プログラムに対する保護者から見た楽しさと学
生の評価の比較
─　　─88
学生による幼児を対象とした運動遊びの指導について−2014年度
なかったりする子どもや，飽きてしまう場面もあり，さ
らに一人一人の興味関心を踏まえた対応が望まれる。ま
た，今回のプログラムを参考に，集団活動に参加しにく
さを感じる子どもに配慮した遊びなど新しいプログラム
の開発も課題である。会場まで親が引率できない家庭や
運動に消極的な子どもへのアプローチも必要である。
②実践を通して学生の指導力の向上を目指す
　千歳市のスポーツ推進委員であるスタッフの方から見
本の見せ方についてアドバイスをいただいた。運動のス
ピード感に触れさせたいが，速い動きは子どもにとって
正確な動作を認識しにくく，目的に応じてデモンスト
レーションの方法についても工夫が必要であることを指
摘され，学生の理解が深まった。学生の振り返りの記述
においても，声の大きさや段取り，子どもの様子を観察
するポイント，指導者間の連携等について気づきが得ら
れたことがあげられていた。次年度に向け指導力の向上
に活かしていきたい。学生は普段５歳児と接する機会が
ないので，運動能力の発達段階だけでなく，身長につい
ても予想以上に小さいという感想を持っていた。事前に
幼児の教室を見学させていただくなどして対象者の理解
を深めるようにしたい。
③地域と大学との連携によるスポーツ推進
　保護者のアンケートから「このような様々な動きがで
きる，道具等を利用した体操教室を月１回程度やっても
らいたい。」「夏休みや冬休みに１日２時間，５回くらい」
「今回のような広い場所で体をたくさんつかう種目」「今
日のような教室があればまた参加したい」と活動を継続
したい様子が伝わってきた。
　慣れないながらも子どもたちと積極的にかかわる学生
の姿も，保護者は励ましつつ好意的にとらえていた。今
後も活動を継続し，子どもたちに様々な運動を体験する
機会を提供していきたい。
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付　記
　本研究は，平成26年度北方圏生涯スポーツ研究セン
ター事業の助成を受けて実施されたものである。
引用文献
１）文部科学省，幼児期運動指針，http://www.mext.
go.jp/a_menu/sports/undousisin/1319771.htm　
2015年３月23日閲覧
２）日本発育発達学会編，四時期運動指針実践ガイド，
杏林書院，2014
３）上掲２）p5
